
予約繰り下げ期間の設定 

予約繰下期間を設定しておくと、その期間に予約資料がまわってきた場合、引き当てなく

なります。期間が過ぎたら通常の予約に戻り、予約が引き当たる状態になります。 

旅行や出張等で予約資料が受け取れない期間がある場合にご活用ください。 

 

なお、予約確保されている資料、および次の予約者がいない資料については、繰下期間を

設定することができません。 

 

① WebOPAC の利用状況一覧画面で予約一覧を表示させます。 

予約繰下期間を設定したい資料の「変更」ボタンをクリックします。 

＜画面イメージ：「WebOPAC・予約一覧」画面＞ 

 

 

② 予約変更確認画面で予約繰下期間を設定します。 

日付を入力したら「更新」ボタンを押すと、予約繰下期間が設定できます。 

＜画面イメージ：「WebOPAC・予約変更」画面＞ 

 

 更新するのボタンを押してください。 



 


